
＜様式１０－１＞

児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書 （　　西賀茂　　）児童館

活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

手洗い・うがい・消毒の
励行

毎日 感染症等予防のため、手洗い、消毒を促す。
自由来館も手洗い、消毒が習慣
づいていて、混乱なく気持ちよ
く児童館を利用してもらえた。

避難訓練 12 16 579 14 6 3 618

毎月1回15日を基本として行う。火事・地震・水害等
を想定し、自分の命は自分で守れるように繰り返し訓
練を行う。また北警察署や北消防署の方に協力いただ
き、防犯教室や交通安全教室、消防・消火訓練を行
う。

繰り返し訓練し、非常事態にど
うするかを学ぶことができた。
非常時に指示を聞く大切さも伝
える。警察署や消防署の方に実
例を元に話していただき、真剣
に向き合う機会となった。

エコの日 12 10 526 9 4 549
毎月16日を裏紙、折り紙、セロテープを使わないこと
で、資源を大切にすることを意識する日とする。

「エコの日」であることを意識
するようになり、裏紙や折り
紙、セロテープを使わないこと
は身についてきた。

だがしやさん 3 2 63 189 45 3 1 12 315
児童館がだがしやさんになり、チケットのお金を使
い、買い物を楽しむ。3年生が子どもスタッフとして
駄菓子選び、準備、販売等を担当する。

4回実施予定だったが、暑さや学
校行事の兼ね合いで、3回実施に
留まる。子ども同士でチケット
とお菓子のやり取りができた。3
年生がスタッフをすることで、
やる気につながり、低学年の子
らはそれにあこがれる気持ちも
見られた。

みんなで遊ぼう 55 1 112 981 71 13 3 1 1182

遊びや工作を楽しむ。4月「遊び紹介デー」5月「飛ば
して遊ぼう！」6月「公園で遊ぼう！」7月「涼み工
作」8月「スライムで遊ぼう」9月「敬老工作」10月
「ハロウィンのかぼちゃバッグを作ろう！」11月
「ドッジボールの練習をしよう！」12月「クリスマス
工作」1月「正月遊び」2月「バレンタイン工作ハート
のこものいれ」3月「マンカラを楽しもう！」を行
う。

日常の遊びや取組から進化した
工作やグループ遊びをし、遊び
の発見や子ども同士の交流がで
きた。工作では2、3年生が自発
的に下級生を手伝ってくれた。
次年度は2、3年生をリーダーと
して位置づけて取り組む。子ど
もで取り組むには難しい工作も
あり、工作の進め方の表示等工
夫しなければならない。

大そうじ 1 2 29 1 32
日ごろ児童館で使っている部屋や遊んでいるおもちゃ
の清掃を行い、綺麗になった部屋の気持ちよさや物の
大切さを学ぶ。

役割分担して任されたところを
頑張って綺麗にしていた。掃除
や整理整頓をして綺麗になって
いくとやりがいを感じていた。

エコ活動 1 3 55 1 2 61
エコまちステーションの職員から環境破壊や地球温暖
化について教わり、ごみの分別やゴミの量について実
践で学ぶ。

エコまちステーションの方の話
を聞き、日常のエコ活動を振り
返る機会となる。子どもたちの
中で、日頃行っているエコ活動
について振り返り、環境につい
て考える機会となる。

お楽しみ会 1 1 57 2 60

学童クラブ３年生が企画し準備した遊びを一緒に楽し
んだ。前に立つ学童クラブ３年生が一生懸命楽しそう
に取り組む姿を見て、下級生の子どもたちも楽しんで
いる様子だった。

児童館だよりに掲載し、広報を
行っていたが、自由来館の小学
生の子どもたちの参加が少な
かった。

とびだせ！ワクワク！
玉・手・箱

1 11 13 13 37

赤い羽根共同募金の協力により、外部団体の劇団むむ
のこに来ていただき、人形劇を楽しんだ。会場の制約
もあり、広報し、定員制とする。余裕をもって座れる
くらいの親子さんが来館。

人形の動きや話に反応もよく、
親子で楽しめた。劇終了後みん
なでゲームで遊び交流し、乳幼
児親子も含め、楽しめた。小学
生の上の学年の子が活躍できる
場面も設定できるとよかった。

大人 合計
小４～６年小１～３年

（　令和6　）年度
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中高生タイム 12
毎月24日前後に中高生タイムを設定する。17時以降中
高生が使える場とし、卓球・バドミントン・ボール遊
び・ボードゲームなどを企画する。

参加者はなかった。部活や塾等
放課後は時間がないようで、立
地も通りすがりの利用者は見込
めず、対策を考えたい。

北・上・中京区ブロック
ドッジボールフェステバル
2024

1 17 4 21
ブロック内の行事で、今年度は分散開催で行う。柊野
児童館で北区の児童館４館所（柊野・上賀茂・紫竹・
西賀茂）が集まってドッジボール大会を行う。

他の児童館とドッジボールを楽
しめた。子どもたちの中に団結
が見られた。縦割りのよさが見
られた。

合　　　　計 99 14 237 2416 143 30 4 31 0 0 0 2875

＊注　基本活動は，指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進(７)思春期児童の活動支援に分類して記入すること。
　　　推進活動は，指針に基づき(９)地域を知る活動(１０)移動児童館活動に分類して記入すること。
　　　指定活動は，指定児童館のみ別途報告すること。



＜様式１０－２＞

（　令和6　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　西賀茂　）児　童　館

活動名 実施回数
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

乳幼児「ぴよぴよクラブ」 35 269 211 480

乳児「ほっこりクラブ」 37 287

　

250 537 年度当初は登録数が少なかったが、口コ
ミや保護者の勧誘で登録数が増加した。
保護者同士のコミュニティが広がり、子
どもの成長の話やあるある話等母親同士
の話が盛り上がっていた。父親の参加も
あり、他の母親との会話に入っている様
子が見られた。自分の子どもだけではな
く、他の子どもたちの成長も一緒に楽し
み、育児不安の解消に役立った。

らくらく子育てひろば 29 59 48 107

ほっとーくひろば 55 90 85 175

おゆずり会 4 26 24 50

わらべうた・読み聞かせ 3 7 6 13

和音さんの音楽人形劇＆
クリスマス会

1 23 26 1 31

図書の貸し出し

交流しながら、親子で楽しんだ。プレゼ
ントも喜んでもらえた。サンタクロース
に驚き怖がっていた子どももいたが、親
子にとって楽しい時間となる。
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(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動
①乳幼児クラブ活動

②乳幼児の広場活動

4月時点で1歳以上の子どもたちを対象にし
たクラブ。母親同士のつながりを大切にし
つつ、子どもたちができることを取り入れ
ながら親子で楽しめる取組をする。季節に
あった工作や様々な遊びをした。
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参　　　　加　　　　人　　　　数

乳幼児
小１～３年

中高生 大人
ボランティア 成　果　と　課　題小４～６年

合計 内　　　　　　　　　　　　　　　容

近年は登録数が減少傾向だったが、年度
当初から8組の登録があり、さらに徐々
に増えていった。親子で遊びを楽しみ、
他の子どもを見て刺激になり、成長が見
られた。保護者同士の繋がりも強く、日
本語がわからない保護者含めて交流が進
んでいた。ランチタイムも児童館に来る
楽しみとなっていた。保護者は自分の子
どもだけではなく、周りの子どもたちの
成長も互いに認め合う姿が見られた。

前年度までひろばとして位置付けていた
が、今年度はクラブとして実施する。大型
遊具で親子で楽しんでもらう。第1・3月曜
日に“大きくなったデー”を設け、記録
カードを作り、身長、体重を測定できるよ
うにする。

4月時点で0歳の子どもたちを対象にしたク
ラブ。母親同士のつながりも大切にしなが
ら、親子で楽しめる取組をする。各月のお
誕生日の子どもたちをお祝いし、お互いの
子どもの成長を喜びあった。

大型遊具を出して親子で、活動的な遊び
を楽しむ。月齢の近い母親同士が交流す
る場面も見られた。身長・体重を測定
し、子どもの成長に驚かれる姿も見られ
た。参加が少なかったのでもっとクラブ
の保護者に呼びかけるべきであった。

乳幼児親子を対象とした自由参加型のひろ
ば。遊具を出し、自由に遊んでもらった。

北区はぐくみ室よりおゆずり会の洋服を搬
入してもらい、各クラブの後におゆずり会
を行う。

参加人数は少なかったが、参加者には好
評だった。いろいろな年齢の子どもが遊
んでおり、子ども同士いい刺激になっ
た。保護者にも他の子どもたちを見て、
我が子の大きくなっていく様子がわか
り、いい刺激になった。保護者同士が待
ち合わせをすることもあった。登録制の
クラブの紹介をし、登録につながった。

乳幼児親子を対象に、児童館にある絵本の
貸出しを行う。1回3冊までで、貸出し期間
は2週間。

6月、10月、2月の3回行う。わらべうたに合
わせて親子でふれあい遊びをしたり、先生
が作って来られた工作で遊んだり、絵本を
楽しんだりした。お手玉遊びも親子で楽し
んだ。

使わなくなった洋服を必要な方に譲渡す
る機会となる。参加された方は喜んで
持って帰られた。様々な洋服を見て、大
きさや柄など選ぶことを楽しんでおられ
た親子さんも見られた。

親子で楽しめた。先生の穏やかな口調や
言葉に親子で癒される時間となる。母の
育児の悩み相談も受けてくださり、親子
にも職員にも学びの多い、充実した時間
となる。

図書館が遠いので、喜ばれていた。子ど
もと一緒に絵本を選ぶのを楽しまれてい
る親子もいた。

ほっこりクラブ・ぴよぴよクラブ合同で開
催。和音さんの音楽人形劇を見たり、季節
にあった手遊びやふれあい遊び、パネルシ
アター、プレゼント渡しをする。



乳幼児親子＆プレママ・
パパあつまれ！

8 29 29 58

子育てステーション事業
「家庭内（施設内）で起
こる事故防止について」

1 9 12 21

6 児童館にて直接受理 8 健全育成問題 児童相談所
児童相談所 1 家庭養育問題 1 保健所

1 保健所 1 成長･発達問題 2 子ども支援センター
(3)子育て家庭相談・援助 24 子ども支援センター 0 教育問題 幼稚園･保育園
   活動 0 主任児童委員 非行･問題行動 小学校

0 その他 その他 中学校
0 総合支援学校

高校生 0 その他

(4)子育てグループを育成
   ・支援する活動

(5)子育てと健全育成に関
   する啓発活動

※注　基本活動は，指針に基づき(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動[①乳幼児クラブ活動　②乳幼児の広場活動]（２）家族参加を促す活動に分類して記入すること。

件数

子育て講演会 6月子育て講座「イヤイヤ期について」、9月子育て講座「大事な歯の
話」、10月子育て講座「離乳食について」、11月子育て講座「冬の過ごし
方について」の4回行う。

4回 ほとんどが乳幼児クラブ登録の親子だったが、登録以外の親子
がおたよりを見て参加されることもあった。毎回１０組未満
だったので、講演が終わってからも膝を突合せ、各自聞きたい
ことを聞ける時間があってよかった。子育ての悩み解消に役立
ち、気分が軽くなってスッキリして帰ってもらえた。事前に質
問を募集したことで、保護者が知りたいことの回答を確実に得
ることができた。

1年を通して親子で楽しめる取組をしたり、
子育ての不安解消や子育てに役立つ情報提
供のために子育て講演会を行う。

子育て講演会の中で、保護者が子育てに
ついての日頃の悩みや思いを話し、質問
もでき、保護者の子育ての疑問や不安の
解消に役立った。

173

乳児
幼児

つないだ機関等相　談　内　容

「家庭(施設)内で起こる事故防止」をお題
にして、京あんしん子ども館から講師の方
に来ていただき、家庭内や施設内で実際に
起こった事例を基に、自己防止の対策と起
きてしまった場合の対処法についての話を
聞く。

保護者の関心の強い話だったようで、熱
心に聞いておられた。講座終了後も身近
にあった話で盛り上がっておられた。途
中子どもたちがぐずったり動き回ってい
たこともあり、保護者の聞きたいところ
が聞けないところもあった。

活動名

推
進
活
動

活　　動　　内　　容

－

育成・支援内容

件数

as

合　　　　計

実施回数

(2)家族参加を促す活動

－

成　果　と　課　題

成果と課題グループ名 構成人数 活　動　内　容
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799

－
1031

小１～３年（学童）

小１～３年（自由来館）

子どもの年齢

小４～６年（自由来館）

0 0 0 691 0 00 1 14720

小４～６年（学童）

3

件数受　理　及　び　相　談　経　路

件数　計



＜様式１０－３＞

（　令和6　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　　西賀茂　　）児　童　館

自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

大宮学区「子育てサロン」 4 17 23 40 保護者同士がほっこり会話しながら制作や活動を楽しみ、大宮
保育園の先生や民生児童委員さんとの交流や情報交換の場とな
る。いつも民生児童委員さんが丁寧な制作材料の準備をしてく
ださり、保護者が無理なく取り組むことができている。

地域子育て支援ステーション事業
「家庭(施設)内で起こる事故防
止」

1 8 15 23 家庭内や施設内で起こる事故とその対策について話していただ
く。生活の中で起きることで、保護者は真剣に話を聞かれてい
た。途中子どもがぐずったり動き回っていたので、聞きたいと
ころが聞けなかった様子も見られた。研修終了後も、保護者同
士であるある話や実際にあった事例で盛り上がっておられた。

薬師山町内会地蔵盆 1 5 8 4 2 5 30 54 子どもや職員も祭りに参加させてもらい、地域の人との交流も
できた。

大宮学区「ふれあい夏まつり」 1 16 68 9 2 75 170 学童クラブ保護者会の協力を得てふたつのブースを出し、保護
者同士のつながりを築く場となった。また地域の方々には西賀
茂児童館を知ってもらう機会になる。学童クラブの子どもたち
はダンスを地域の人々に見ていただいた。子どもたち自身の自
信につながったり、達成感を味わうことができ、有意義な時間
となる。

大宮ふれあい文化祭 1 4 11 15 30 舞台でダンス発表をした。参加人数が少なく、初めは子どもた
ちの表情も硬かったが、3年生の掛け声で表情も和らぎ、楽しん
で発表ができた。地域の方たちに子どもたちの頑張りをみても
らえた。

北・上京・中京区ブロック
児童館・保育所まつり

1 16 26 9 38 89 午前・午後の開催で比較的少ない午後に参加でき、短い時間
だったがいろいろな遊びを経験することができた。他の児童館
の子どもたちの発表を見ていい刺激になった。大勢の前でダン
ス発表をし、子どもたちの自信につながり達成感を味わえた。

フナオカスタンダード 1 荒天のため中止。

キッズハロウィン 1 9 43 6 5 6 18 87 学童クラブ保護者会、舟山庵、グループホーム愛の家の協力を
得て行う。午前は仮装パレード、午後は児童館で遊びコーナー
を設ける。午前・午後の部ともに多くの親子が参加し、楽し
かったという感想が多かった。地域の介護施設との関係を築く
こともできた。

旭丘中学校　いのちの授業 1 2 115 12 129 旭ヶ丘中学校2年生にいのちの授業を行う。生徒たちは先生方や
参加した乳幼児親子の話を真剣に聞いていた。気持ちのこもっ
た感想や質問が寄せられた。参加された乳幼児親子も自分の子
育ての振り返りや我が子の将来を想像できるいい機会となる。
乳幼児と中学生との交流時間も今後取っていきたい。

虹さんの読み聞かせ 2 2 3 14 1 11 31 毎回季節に合った素敵な話を聞き、子どもたちの情操教育に役
立つ。ボランティアさんとの交流を楽しんでいた。参加が学童
の子どもがほとんどで、自由来館で来てもらえるよう促してい
きたい。

北区児童館交流事業子育て
コミュニティパーク

1 6 7 13 北区の児童館を利用している乳幼児親子が植物園で遊びながら
職員らと交流できた。12月は風も冷たく寒い、との声があった
ため、時期の調整が必要である。

京都市社会福祉協議会
児童館利用者アンケート

1 9 66 6 1 82 利用者に率直な意見を聞くことができ、よりよい児童館にする
ために役立つ。

大宮学区運営協力会 1 5 各団体と情報交換をし、ご意見をいただいたり、ねぎらいの言
葉をいただいたり、ご協力の嬉しい声をいただき、有意義な時
間となる。

民生児童委員
大宮保育園

薬師山町内会

文化振興会・大宮学区社会
福祉協議会・町内会連合
会・民生児童委員会・少年
補導委員会・体育振興会・
女性会・自主防災会・防犯
推進協議会・交通安全協
会・大宮小学校PTA・学童ク
ラブ保護者会

文化振興会

北区社会福祉協議会
北区児童館

京都市社会福祉協議会

大宮学区社会福祉協議会・
町内会連合会・民生児童委
員会・少年補導委員会・体
育振興会・女性会・自主防
災会・文化振興会・防犯推
進協議会・交通安全協会・
大宮小学校PTA・西賀茂中学
校PTA・大宮小学校校長・西
賀茂中学校校長・学童クラ
ブ保護者会

京都市児童館学童連盟・北・
上京・中京区ブロック児童
館・保育所・京都府北警察・
京都市北消防署・北エコまち
ステーション・北区役所保健
福祉センター

北区社会福祉協議会・北区障
害者支援連絡会・北区保育園
園長会・北区児童館学童保育
所連絡協議会等

主　　催 成果と課題
合　計

連携団体
中高生

参　加　人　数

大人
小１～３年

学童クラブ保護者会
舟山庵
愛の家

京都府助産師協会・北区役所
保健センター子どもはぐくみ
室・旭ケ丘中学校

地域ボランティア
「虹さんの読み聞か
せ」

大宮社会福祉協議会
民生児童委員会
大宮保育園

活　　動　　名 実施回数
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域
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小４～６年
乳幼児

基
　
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

(1)地域住民との交
　流を促進する活
動



薬師山町内会会議 11 92 163 町内会会議の開催により、地域の方との交流を図る。また地蔵
盆への参加により、子どもや職員も取り組みを楽しませてもら
い、地域の人との交流もできた。

中高生 大学生 大　人 合　計
14 14

3 3

2 2

大宮学区社会福祉協議会・町内会連合会・民生児童委員
会・少年補導委員会・体育振興会・女性会・自主防災会・
文化振興会・防犯推進協議会・交通安全協会・大宮小学校
PTA・西賀茂中学校PTA・大宮小学校校長・西賀茂中学校校
長・学童クラブ保護者会

薬師山町内会

西賀茂中学校

大宮学区社会福祉協議会、民生児童委員会

北警察署・交通安全推進委員

子どもや職員の避難訓練を見て、評価して意見をいただき、意識向上に役立っている。消火器訓練では子ど
もたちや職員に消火器の使い方を指導いただき、いざというときのために備えになっている。

北区消防署 避難訓練・消火器訓練

子育てサロン「もういいかい　まぁだだよ」交流・児童館行事参
加勧誘

保護者が活動を楽しみ、保護者同士、民生児童委員との交流や子育ての情報交換の場となる。

子ども対象の防犯教室は教材の映像を視聴し、楽しく学ぶことができた。防犯に対する意識向上に役立っ
た。また乳幼児親子対象の交通安全教室は親子で交通マナーを知り、身につけることに役立っている。

子ども対象の防犯教室・乳幼児親子対象交通安全教室

虹さんの読み聞かせ 3回実施。ボランティアさんに毎回季節にあった絵本や紙芝居を読んでもらう。子どもたちは話をじっくり聞くこと
ができており、ボランティアさんの呼びかけに反応し、楽しんでいる。

大宮薬師山町内会

85 6
合　　　　計

23 122
－

337
活　　動　　人　　数

(3)地域との連携を
　促進する活動

わらべうた・読み聞かせ

和音さんの音楽人形劇＆クリスマス会

3回実施。わらべうたに合わせたふれあい遊びを親子で楽しんでいる姿が見られる。子育てのエッセンスを織り交ぜ
ながら、毎回楽しい穏やかな時間を楽しんでいる。

１回実施。ピアノに合わせ、人形の動きを楽しむ。ボランティアさんの創作劇はおもしろく、１歳未満の子どもたち
も楽しんでいる。さいごにプレゼントも配り、親子で楽しんで頂けた。

チャレンジ体験受け入れ、中高生タイムへの勧誘 チャレンジ体験のお願いはあったが、参加はなかった。中高生タイムの勧誘にポスターを持参し行ったが、
効果は見られなかった。

町内会議の貸館、薬師山町の地蔵盆への子どもや職員の参加。

大宮学区運営協力会を行い地域の情報交換を行こない、児童館の
行事等のご協力をお願いする。

各団体の情報を知ることができ、また意見をいただいたり、地域の情報を共有する。

町内会会議の開催により、地域の方との交流を図る。また情報の共有も行うことができた。地蔵盆への参加
により、子どもや職員も取り組みを楽しませてもらい、地域の人との交流もできた。

(２)ボランティア
活動の推進

能

連　　携　　団　　体　　等 連　　　　　携　　　　　内　　　　　容

11028

成　　　果　　　と　　　課　　　題活　　動　　内　　容

916157

成　　　果　　　と　　　課　　　題



＜様式１０－４＞

（　令和6　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　　 　　　（　西賀茂　）児　童　館

(4)児童館を支える
　 地域組織作り

西賀茂児童館運営協力会 スライドで児童館の活動報告を行い、地
域の方々に児童館を知っていただく機会
となる。また地域や各組織の情報を教え
ていただくことにより児童館の活動を広
げるキッカケとなる。

北区児童館学童保育所連絡協議会 上賀茂作品展は各児童館と協力をし、実
施できた。

北区発達支援ネットワーク会議 各施設の思いや悩みを共有することがで
きた。

(5)地域への施設提供

(6)地域調査活動

・ほっこりクラブアンケート
・ぴよぴよクラブアンケート
・乳幼児さん＆プレママ・パパ
　あつまれ！子育て講座アンケート
・利用者共通アンケート

・１年間で子どもたちや
　保護者が楽しかった取り組
　み・参加者の感想
・今後のどんな子育て講座を
　行うか参考にする。

配布、その場で記入

利用者共通アンケート 参加者の意識調査
来年度の運営の参考

成果と課題

ほっこりクラブ
ぴよぴよクラブ登録保護者
子育て講座参加者

保護者目線で取り組んでほしい講座や、クラブの感想等、参加者か
らの意見を拾うことができた。このアンケートを参考に、振り返り
や今後の活動に向けてできることを練っていきたい。

学童クラブ登録児童
乳幼児クラブ登録家庭の保護者

乳幼児保護者

社会福祉法人
京都市社会福祉協
議会

うぇぶさくらで回答
配布、その場で記入

学童クラブ、自由来館の意見や感想を拾うことができた。結果を参
考に振り返り、今後の活動につなげていきたい。

西賀茂児童館

近隣に住まれている地域の方々に児童館を知ってもらう機会となっ
ている。

児童館遊戯室・児童館育成室 役員会 学童クラブ保護者会 毎年、保護者活動が円滑に進むように会議をする場となっている。

児童館遊戯室・児童館育成室 薬師山町町内会会議 薬師山町内会

児童館遊戯室 薬師山町町内地蔵盆 薬師山町内会
学童クラブ児童も参加させてもらい、地域の方々と交流する場と
なっている。

調査名 調査目的 調査対象 調査主体 調査方法

成果と課題

大宮学区社会福祉協議
会・町内会連合会・民生
児童委員会・少年補導委
員会・体育振興会・女性
会・自主防災会・文化振
興会・防犯推進協議会・
交通安全協会・大宮小学
校PTA・西賀茂中学校
PTA・大宮小学校校長・西
賀茂中学校校長・学童ク
ラブ保護者会・母親クラ
ブ代表

年１回 ・スライドを使用して、児童館の
　活動報告を行う。
・各団体の代表の方々の話を聴
　く。

議題／取組内容

総会
フナスタ

北区内児童館
学童保育所
北区内保育園
北保健センター
子ども支援センター
他福祉施設

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
　
　
　
機
　
　
　
能

基
　
本
　
活
　
動

組織名称 構成団体・個人 会議／取組頻度

北区内児童館・学童保育所 年１回の総会と
学習会
年１回 不登校について講演を聞き、対応

についてグループワークを行う。

推
　
進
　
活
　
動

会場提供・備品貸出等 使　用　目　的 提供先（団体・機関等） 成果と課題



＜様式１０－５＞

（　令和6　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　 　　 　　（　西賀茂　）児　童　館

じどうかんだより
・表面「児童館行事」
・裏面「乳幼児向け行事」

毎月1回 大宮校全児童
来館者
乳幼児事業への参加者
地域住民等

ホームページで配信
小学校で全校児童へ配付
来館された方に直接配布
うぇぶさくらにて配信
主任児童委員
民生児童委員
子どもはぐくみ室
西賀茂プレイステーションに配布
薬師山町内会回覧
乳幼児親子にうぇぶさくらにて配信

行事予定やお願い 小学校では全児童配付で、児童館の活動を知らせることができてい
る。児童館行事の『みんなで遊ぼう！』や『だがしやさん』などに
はおたよりを見て参加している小学生も見られる。乳幼児親子に関
しては児童館だよりを見て来館につながるケースもでてきている。
今後も見やすくわかりやすい書面を心がけ作成していきたい。

ホームページ 毎月1回 閲覧者 京都市の児童館
京都市西賀茂児童館ページ

地域情報、子育て情報
おうちでじどうかん

月ごとのお知らせや児童館を利用いただけない方へ遊び等の情報提
供ができた。

児童館だより拡大版 毎月1回 大宮小児童
地域住民等

大宮小学校の体育館前に掲示
児童館内掲示・入り口に掲示
町内掲示板に掲示
うぇぶさくらにて配信

行事予定やお知らせ
活動の様子

各行事をわかりやすいように拡大し広報することができた。今後も
児童館の取組を周知して行きたい。

ほっこりだより（0歳児） 毎月1回 乳幼児クラブの登録者 さくらdaysかうぇぶさくらにて配信 乳幼児事業の行事予定
乳幼児事業の案内等
手遊び・ふれあい遊び

それぞれの乳幼児クラブの活動内容と予定を伝えることにより保護
者が見通しを持つことに役立った。今後も保護者ニーズに合った内
容を増やして掲載していきたい。

ぴよぴよだより（1・2歳児） 毎月1回 乳幼児クラブの登録者 さくらdaysかうぇぶさくらにて配信 乳幼児事業の行事予定
乳幼児事業の案内等
手遊び・ふれあい遊び

それぞれの乳幼児クラブの活動内容と予定を伝えることにより保護
者が見通しを持つことに役立った。今後も保護者ニーズに合った内
容を増やして掲載していきたい。

北子どもはぐくみだより 毎月1回 北区民 子どもはぐくみ室が発行
北区内の子育て関連施設に配布

乳幼児事業の予定・案内等 子育て情報を知ろうとする方々へ、児童館の乳幼児向けのクラブや
ひろばについて広範囲で広報でき、児童館利用につながっている。

中高生向け行事ポスター 毎月1回 中高生 児童館前に掲示 中高生向け行事の案内 中高生に向けた取り組みについて知らせることはできているが、利
用者につながっていない。

乳幼児さんあつまれポスター・チラシ 毎月1回 乳幼児事業への参加者 児童館前・児童館内に掲示
乳幼児事業参加者へ配付

日程や内容等の案内、申込書 毎月実施する。クラブ合同の参加やクラブ登録外の参加も見られ、
0歳から3歳までの子どもたちの交流を楽しむことができた。

成果と課題
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広報物の種類 発行頻度 広報対象 広報方法 広報内容


